
岐阜市立岐阜小学校で防災教育を実施

岐阜市立岐阜小学校の５年生を対象に防災教育（長良川の保全について等）を実施しました。

●日 時 ： 平成２９年７月３日（月） １０：４０～１１：２５ （４５分）
●場 所 ： 岐阜市立岐阜小学校
●対 象 ： 岐阜小学校５年生 ※全学級（２クラス：４１名）対象
●内 容 ： 長良川の保全について（過去の水害、三川分流工事等）

長良川の利用について（長良川との関わりについて）
●展 開 ： 教えるプロである教師が、通常の授業の中で継続的に

防災教育を実施する体制を整える第一歩として、今回は
「導入」 「まとめ」 部分は岐阜小学校篠田先生が担当し、
「本題」 部分は木曽川上流河川事務所が担当した。

課題：昔はごちゃごちゃした川の流れがどうして今のような流れになったのだろう。

篠田先生

木曽川上流河川事務所より、宝暦治水、明治改修、
古川・古々川の締切工事などを講義

授業の「導入」部分は、篠田先生にお願い（課題の抽出）
「長良川と共に暮らしていくために、私たちに

できることは何か」を考え、発表（篠田先生）
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木曽川上流水防災協議会の取り組みの一環として
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